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論 文内容の要旨

本論文は，有機典型金属化合物の新しい利用法の開発を目的とし，とくに有機スズ化合物を用いて，

その反応性および触媒としての利用を検討した結果をまとめたもので，緒言と本論4章，および結論か

らなっている。

緒言では，本研究の目的，およひ'その内容についての概略をのべている。

第 1章では，有機スズωーハロアルコキシドとヘテロクムレ ンとの反応による種々の 5ないし 6員環

の複紫環化合物合成について検討している。とくに，塩基性溶媒による著しい反応促進結果を見いだし，

温和な条件下で収率よく生成物が得られることを明らかにしている。また，基質や反応条件の生成物に

及ぼす影響を詳細に検討し，反応中間体に関する考察の結果から，生成物の種類を制御する手法を見い

だしている。

第2章では，第 l章での反応をモデルとして開発したオキシランもしくはオキセタ ンとヘテロクムレ

ンのシクロ付加反応について検討し 1 有機スズハライド 塩基鈴体が極めて高い活性を有する触媒とし

て作用することを見いだしている。

とくにここで開発された触媒は，過去に報告されているいかなる触媒よりも活性の高い優れたもので

あり，複紫環化合物を高収率で合成することを可能にしている。またこのシク ロ付加反応が，中性で極

めて温和な条件下で進行するため，従来には報告されていない新しいタイプの生成物の単離が可能なこ

とを見いだしている。

第3章では，有機スズハライドー塩基錯体がオキシランの酸塩化物による位置選択的な開環反応に対

して効果的な触媒として作用し， βークロロエステルが収率よく選択的に得られることを明らかにして
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いる。

第4章では，第 1章で得られた知見である塩基のスズへの配位による分子内環化反応促進効果を利用

することにより， Nートリブチルスタニルー 2ーオキサゾリドンの生成を経る 2ーオキサゾリドン誘導

体の合成，およびスズアルコキシドによるハロラクトンの選択的関裂を利用した 2ーオキサジノン誘導

体の合成が可能なことを明らかにしている。

結論では以上の研究成果をまとめて述べ，有機スズハライド一塩基系を用いる反応が有機合成化学を

はじめ多方面に対して与える有用な知見を総括している。

論文の審査結果の要旨

本論文は，有機スズ化合物の特性を巧妙に利用して複素環化合物を合成し，さらにそれをモデルに触

媒反応へと展開することを目的として研究を行ったものである O その主な成果は次のようになる。

(1) 有機スズωーハロアルコキシドがヘテロクムレンとの反応により複素環化合物合成の有用な反応剤

となることを明らかにしている O また，基質や反応条件が反応性，生成物に及ぼす影響を詳細に検討

し，反応機構を推察するとともに生成物の種類を制御する方法を確立している O

(2) 上記の反応をモデルに，環状エーテルとヘテロクムレンからの複素環合成反応を新しい触媒反応と

して展開している O ここで非常に高い活性を示す有機スズハライド一塩基錯体を触媒として開発し，

中性で温和な条件下での反応により種々の複素環化合物を合成する興味深い手法を提案している O

(3) 合成化学上重要な課題であるオキシランの位置選択的な関環反応に対し，有機スズ、ハライド一塩基

錯体が有効な触媒として作用することを明らかにし効率的な βークロロエステル類の合成法を見い

だしているo

(4) 塩基の添加によるスズ上の極性置換基の活性化を利用して，種々の複素環化合物を合成し，有機合

成化学の分野に適用範囲の広い新しい方法を提案している。

以上のように，本研究では有機スズ化合物の特性をたくみに利用したかずかずの合成反応を確立し

さらに殆ど例のない典型元素の触媒としての利用法を開発している。本研究で見いだされた有機スズハ

ライド一塩基系を用いる一連の反応は，多くの有用な新知見を与えるものであり合成化学的にも貢献す

るところが大である O よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める O
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